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○本間 正充

（国衛研部長・遺伝毒性）

評価第三部会
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（清泉女子大教授・動物代謝）
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○石井 雄二

（国衛研主任研究官・ 遺伝毒性）

○太田 敏博

（東京薬科大教授・遺伝毒性）
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アミノシクロピラクロル 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 評価資料

・インポート

トレランス

ピリミジンカルボ

ン酸系

オーキシン過剰状

態の惹起による細

胞分裂の阻害

除草剤

・概要書

・試験成績報告書

・JMPR、EPA 及

びカナダ評価書

【試験成績の概要】

1. ラットを用いた動物体内運命試験の結果、経口投与されたアミノシクロピラ

クロルの吸収率は、投与後 48 時間で少なくとも 26.1%と算出された。投与放

射能の排泄は速やかで、投与 72 時間で 93.9%TAR 以上が尿及び糞中に排泄

され、尿及び糞中に同程度排泄された。尿及び糞中の主要成分は、未変化の

アミノシクロピラクロルのみであった。

2. アミノシクロピラクロルメチルエステル体を用いたヤギの動物体内運命試験

の結果、主要成分は未変化のアミノシクロピラクロルであり、10%TRR を超

える代謝物は認められなかった。

3. アミノシクロピラクロルメチルエステル体を用いた牧草の植物体内運命試験

の結果、主な成分としてアミノシクロピラクロルが 32.9%TRR～67.7%TRR
認められ、10%TRR を超える代謝物は認められなかった。

4. 各種毒性試験結果から、アミノシクロピラクロル投与による影響は、主に体

重（増加抑制）に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、

催奇形性、免疫毒性及び遺伝毒性は認められなかった。
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カズサホス（第 4版） 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 追加資料

残留基準

値の変更
有機リン系

コリンエステラ

ーゼ活性の阻害
殺虫剤

・農薬抄録（改訂版）

・ラットを用いた急性コリンエステラ

ーゼ評価に関する試験

・海外評価書（JMPR、EFSA） 

【試験成績の概要】 

１．14C で標識したカズサホスのラットを用いた動物体内運命試験の結果、経口投与

後の吸収率は少なくとも 80%と考えられた。投与放射能は主に尿中に排泄された。

尿中からは未変化のカズサホスは僅かしか認められず、主要代謝物として R、C
等が認められた。

２．14C で標識したカズサホスの植物体内運命試験の結果、未変化のカズサホスはほ

とんど認められず、代謝物としてG、H、J、K、N及び代謝物Vの抱合体が10%TRR
を超えて認められた。

３．各種毒性試験結果から、カズサホス投与による影響は、主に脳及び赤血球 ChE
活性阻害に認められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体にお

いて問題となるような遺伝毒性は認められなかった。

3



メタフルミゾン（第 4版） 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 追加資料

残留基準

値の変更

トリフルオロメ

トキシフェニル

環を有する

昆虫の Na+チャ

ンネルに作用し、

神経系での情報

伝達阻害

殺虫剤

・農薬抄録（改訂版）

・ラットにおける生物学的利用能試験

（強制経口投与ｸﾚﾓﾌｫｰﾙ添加、強制経  

口投与ｸﾚﾓﾌｫｰﾙ非添加、混餌投与と強

制経口投与の比較）

・海外評価書（JMPR、EFSA、EPA） 

【試験成績の概要】 

１．動物体内運命試験において、投与された [trf-14C]メタフルミゾンの消失が 
[ben-14C]メタフルミゾンに比べて遅く、トリフルオロメトキシフェニル環を有

する代謝物が血球成分に吸着又は結合したことが推定された。投与後 72 時間の

吸収率は、少なくとも低用量投与群で 2.7%～7.3%、高用量投与群で 0.8%～1.9%
と算出された。投与された放射能は主に糞中に排泄され、放射能の大部分が未変

化のメタフルミゾンとして排泄された。一方、吸収された放射能は肝臓、腎臓、

脂肪等種々の臓器・組織に分布したが、投与終了後の減衰は概ね速やかであった。 

２．畜産動物を用いた動物体内運命試験において、泌乳ヤギでは乳汁中に未変化のメ

タフルミゾンが 68%TRR～88.4%TRR 認められたほかに代謝物は検出されなか

った。組織中の主要成分は未変化のメタフルミゾンであり、10%TRR を超える代

謝物として肝臓で代謝物X及びYが19.7%TRR及び11.2%TRR認められたほか、

代謝物 C、D、G、I、L、V 及び W が認められたが、いずれも 10%TRR 未満で

あった。産卵鶏では卵及び組織中の主要成分は、未変化のメタフルミゾンであり、

10%TRR を超える代謝物は認められなかった。 

３．植物体内運命試験において、いずれの作物でも代謝パターンは類似していると考

えられた。各作物中の主要成分は未変化のメタフルミゾン（E-異性体及び Z-異性

体）であり、10%TRR を超える代謝物として D が検出された。 

４．メタフルミゾン投与による影響は、主に体重（増加抑制）、血液（貧血）及び肝

臓（小葉中心性肝細胞肥大等）に認められた。神経毒性、発がん性、催奇形性及

び生体において問題となる遺伝毒性は認められなかった。

５．ラットを用いた 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験の雄で肝細胞好塩基性化が認め

られた。この病変の発現要因は不明であるが、投与群において肝腫瘍等の増殖性
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変化を伴っていないことから、前がん病変とは関連しない変化と考えられた。

６．ラットを用いた 2 世代繁殖試験において、高用量群の児動物で死産児数増加及び

出生率低下、また生存率低下が認められたが、これらは、同群の親動物の全身状

態悪化及び授乳行動低下に関連した変化であると考えられた。
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